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糖尿病の基礎知識、大事なこと、
こんな情報は役立つ

国立国際医療研究センター
糖尿病内分泌代謝科/糖尿病情報センター

井花 庸子

• 糖（エネルギー源）を細胞（部屋）に取り込んで使うには、部屋のドアを空けるインスリン（鍵）が必要です
• 効率よく細胞に糖を取り込めないと、血管に糖があふれます（高血糖）

細胞

血管
糖は、食べ物から取り込まれたり、

肝臓や筋肉などから作られる
エネルギー源で、全身を巡っています

インスリンは、
膵臓で作られるホルモン。
血液中を巡り、細胞に糖を

取り込むのを助けます

糖尿病とは
インスリンの作用不足で血液中の糖の濃度が
基準より高くなる

①インスリン分泌不足
インスリン（鍵）が不足していて、
糖が細胞の中に入れない
糖の取込みがうまくいかない

膵臓のインスリンを出す余力が少ない
→インスリンを強制的に分泌させる薬を使う、

もしくはインスリンを補充する

②インスリン抵抗性
インスリンはあるが、
ドアのたてつけが悪いため、細胞のドアが
開きにくい、効率よく糖を取り込めない

肥満や内臓脂肪が関わる
→食事・運動療法で減量する、

インスリンを効きやすくする薬を使う

糖

インスリン

インスリンと高血糖の関係
１）１型（膵β細胞の破壊、通常は絶対的インスリン欠乏に至る）

A自己免疫性/B特発性

２）２型（インスリン分泌低下を主体とするものと、インスリン抵抗性が主体で、
それにインスリンの相対的不足を伴うものなどがある）

３）その他の特定の機序、疾患によるもの
1. 遺伝子として遺伝子異常が同定されたもの

1. 膵β細胞機能にかかわる遺伝子異常
2. インスリン作用の伝達機構にかかわる遺伝子異常

2. 他の疾患、条件に伴うもの
1. 膵外分泌疾患
2. 内分泌疾患
3. 肝疾患
4. 薬剤や化学物質によるもの
5. 感染症
6. 免疫機序によるまれな病態
7. その他の遺伝的症候群で糖尿病を伴うことの多いもの

４）妊娠糖尿病 参考：糖尿病診断基準に関する調査検討委員会：糖尿病の分類と診断基準に
関する委員会報告（国際標準化対応版）. 糖尿病55：491, 2012より

糖尿病の95％は2型に分類される

糖尿病の分類
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糖尿病が強く疑われる者 推計: 1,150万人
成人の10人に一人が糖尿病

「糖尿病が強く疑われる者の割合」（20歳以上）
男女ともに、30～40歳代以上で増加する

2022年「国民・健康栄養調査」厚生労働省

糖尿病がわかるきっかけ

• 糖尿病は症状がないことが多い
検査をしてわかる
• 健康診断でわかる

血糖が高いと言われた
糖尿病予備群と言われた

• ほかの病気の治療中にわかる

• 高血糖の症状がひどくなってわかる

糖尿病に関係する合併症

• 高血糖が続く
→血管が内側から傷つく

細小血管障害

• 動脈硬化につながる
高血糖以外に、
高血圧・脂質異常症
肥満・喫煙・加齢が影響する
大血管症
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治療 • 血糖値を下げる治療 食事・運動・薬
• 合併症の評価・治療

生活に合わせて続けられる治療を、医療者と一緒に選択していく
日本糖尿病学会 第４次「対糖尿病戦略５カ年計画」より

変わっていく糖尿病の常識

• 糖尿病は食べたいものが食べられない？
→健康な方と同じものを食べて良い、ただし食べ過ぎは

• 血糖値は下げれば下げるほど良い？
→高齢者では、低血糖は認知症や血管合併症のリスク

• 糖尿病の寿命は短い？
→健康な方とほとんど変わらなくなってきている

• 糖尿病は治らない？
• 薬を始めたら一生やめられない？

→「寛解」するようになった。特に肥満のある、病歴の短い方

変わっていく糖尿病の常識

• 糖尿病は食べたいものが食べられない？
→❌健康な方と同じものを食べて良い、ただし食べ過ぎはだめ

• 血糖値は下げれば下げるほど良い？
→❌高齢者では、低血糖は認知症や血管合併症のリスク

• 糖尿病の寿命は短い？
→❌健康な方とほとんど変わらなくなってきている

• 糖尿病は治らない？
• 薬を始めたら一生やめられない？

→❌「寛解」するようになった。特に肥満のある病歴の短い方

専門医向け
5年毎に改訂

内科医向け
2年毎に改訂

一般の方向け
3年毎に改訂

https://www.jds.or.jp/modules/publication/index.php?content_id=1

日本糖尿病学会が出版している書籍

食品交換表
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• 診療ガイドライン（学会・専門医が作成する医療者向け情報）
• 糖尿病学会のガイドラインは数年毎に書籍化、ウェブで無料公開
• 疾患横断的なガイドライン一覧：Minds(https://minds.jcqhc.or.jp/)
→専門用語があり、難しい

• 学会・専門医が作成する一般向けの情報
• 各医学系学会のウェブサイト（病気の解説、PDF資料)

• 疾患横断的にリスト化されていない
→情報へアクセスしずらい

• 医療者がお勧めできる書籍が少ない内容（私見）
• 科学的根拠を示しにくい情報（生活に関係する事など）
• 個人の経験談（一般化しにくい）
→患者団体などが作成する複数の経験談、専門医の査読がある情報は信頼できる

一般の方が入手する医療情報 ウェブの一般向け糖尿病情報

１型糖尿病・２型糖尿病 患者会・患者向け情報誌「さかえ」
https://www.nittokyo.or.jp/

１型糖尿病の方、ご家族の方への支援・情報提供
https://japan-iddm.net/

一般社団法人 日本糖尿病・妊娠学会
https://dm-net.co.jp/jsdp/material.php

糖尿病情報センターのホームページ Staffs

ご清聴有難うございました
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